
date : 年 月 日
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
学習内容：

年 組 番

氏名

◎
こ
の
文
章
（
小
説
）
の
作
者
名

◎
こ
の
文
章
の
構
成
（
場
面
構
成
）
ー
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
半
▼
（

）
の
場
面

書
き
出
し＝

P198
L1

～P200
L10

Ａ

・
こ
の
場
面
の
主
人
公
（

）

後
半
▼
（
客
の

）
の
場
面

P200
L12

～
終
わ
り＝

P210
L8
Ｂ

・
こ
の
場
面
の
主
人
公
（

）＝

（
客
）

★

の
場
面
（
前
半
部
）

Ａ◎
情
景
を
読
み
取
る
①

ａ
季
節

ｂ
場
所

ｃ
時
間

◇
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
「
あ
れ
？
」
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
思
っ
た
点

◎
情
景
を
読
み
取
る
②
（
情
景
把
握
）

ａ
P198
L2
「
窓
の
外
に
は
、
色
あ
せ
た
湖
が
、
丘
の
多
い
岸
に
す
る
ど

く
縁
取
ら
れ
て
、
遠
く
か
な
た
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
」
と
は
、

ど
ん
な
情
景
か
（
頭
に
浮
か
べ
て
み
る
）

ｂ
P199
L1
「
私
は
、
ラ
ン
プ
を
取
っ
て
マ
ッ
チ
を
擦
っ
た
。
す
る
と
、
た

ち
ま
ち
外
の
景
色
は
闇
に
し
ず
ん
で
し
ま
い
、
窓
全
体
が
不
透
明

な
青
い
夜
の
色
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
は
、
ど
ん
な

状
況
な
の
か
。
（
頭
に
浮
か
べ
て
み
る
）

ｃ
P200
L6
「
彼
は
、…

…

緑
色
の
か
さ
を
ラ
ン
プ
に
の
せ
た
。
す
る
と
、

私
た
ち
の
顔
は
、
快
い
薄
暗
が
り
の
中
に
し
ず
ん
だ
。
」

ー
メ
モ
ー

少年の日の思い出その 1

構成把握と情景描写 ～ 主題

国語学習プリント 少年の日の思い出 前



date : 年 月 日
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
学習内容：

年 組 番

氏名

★
客
の
回
想
の
場
面
（
後
半
部
）

◎
「僕
」の
ち
ょ
う
集
め
に
対
す
る
熱
情
ぶ
り
を
表
し
て
い
る
表
現

◎
P201
L7
「
幼
い
日
の
無
数
の
瞬
間
」
と
は

◎
「
僕
」
の
環
境

・
P202
L3
「
自
分
の
宝
物
」
と
は

・
P202
L8
「
自
分
の
幼
稚
な
設
備
」
と
は

◎
隣
の
子
供
に
つ
い
て

▽
名
前
（
後
で
出
て
く
る
）

▽
素
性
（
隣
の
子
供
の
情
報
）

・・

←

僕
か
ら
す
れ
ば
、

だ
っ
た
。

・

あ
ら
ゆ
る
点
で
（

）
少
年

そ
の
た
め
（

）

▽
僕
か
ら
見
た
エ
ー
ミ
ー
ル
を
表
す
別
の
表
現

・・
◎
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ユ
を
さ
な
ぎ
か
ら
か
え
し
た
う
わ
さ
を
聞
い
た
と
き
の
僕

（

）

つ
ま
り
と
て
も
（

）

◇
そ
の
驚
き
の
度
合
い
を
表
現
し
た
部
分

以
上
に

少年の日の思い出その 2

国語学習プリント 少年の日の思い出 後

構成把握と情景描写 ～ 主題



date : 年 月 日
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
学習内容：

年 組 番

氏名

★
客
の
回
想
の
場
面
（
後
半
部
）
２

‥
‥

続
き

◇
心
情
の
変
化
を
読
み
取
ろ
う

◎
P205
L11
「
四
つ
の
大
き
な
不
思
議
な
斑
点
が
、
挿
絵
の
よ
り
は
ず
っ
と
美

し
く
、
ず
っ
と
す
ば
ら
し
く
、
僕
を
見
つ
め
た
。
」

①
ａ
こ
の
表
現
に
み
ら
れ
る
技
法
（
表
現
技
法
）

ｂ
こ
の
表
現
か
ら
わ
か
る
「
僕
」
の
心
情

②
こ
の
あ
と
（
見
た
あ
と
）
の
僕
の
感
情
や
取
っ
た
行
動

◎
ち
ょ
う
を
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
か
ら
持
ち
出
し
た
と
き
の
僕
の
感
情

◎
階
段
を
下
り
、
下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
音
が
聞
こ
え
た
と
き
か
ら
の
心
情

・

↓

・

↓

・

↓

・

女
中
と
擦
れ
違
っ
て
か
ら

◎
「
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
エ
ー
ミ
ー

ル
の
部
屋
に
引
き
返
し
て
か
ら

ａ
P206
L13
「
ど
ん
な
不
幸
」
と
は

ｂ
そ
の
時
の
僕
の
気
持
ち

◎
母
に
一
切
を
打
ち
明
け
た
あ
と
、
僕
が
エ
ー
ミ
ー
ル
の
と
こ
ろ
へ
行
く

の
を
た
め
ら
っ
た
理
由

（
一
文
で
抜
き
出
し
て
み
よ
う
）か

ら

◎
僕
が
や
っ
た
の
だ
、
と
言
っ
た
と
き
の
エ
ー
ミ
ー
ル
の
反
応

少年の日の思い出その 3

国語学習プリント 少年の日の思い出 後2
構成把握と情景描写 ～ 主題



date : 年 月 日
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
学習内容：

年 組 番

氏名

◎
僕
か
ら
見
た
エ
ー
ミ
ー
ル

（
僕
か
ら
は
エ
ー
ミ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
か
）

語
句
（

）＝

相
手
を
ば
か
に
し
て
軽
く
見
る

◎
僕
が
悟
っ
た
こ
と

◎
P210
L2
「
母
が
根
掘
り
葉
掘
り
き
こ
う
と
し
な
い
で
、
僕
に
キ
ス
だ
け
し
て
、

構
わ
ず
に
お
い
て
く
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
た
。
」

▽
こ
こ
か
ら
わ
か
る
僕
に
と
っ
て
の
母
の
存
在
と
は

◎
P210
L7
「
ち
ょ
う
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
、
指
で
粉
々
に
押
し
つ
ぶ
し
て
し

ま
っ
た
。
」
の
は
な
ぜ
か
。
ワ
ー
ク
P142
を
参
考
に
考
え
て
み
よ
う
。

・・・

【
応
用
編
】

◇
構
成
の
な
ぞ
（
現
在↓

回
想
で
終
わ
る
）

現
在
の
場
面
の
必
要
性

◇
筆
者
を
表
す
（
投
影
す
る
）
登
場
人
物
は

片
羽
根
の
と
れ
た
ヤ
マ
マ
ユ
ガ

☆
ワ
ー
ク
P132
の
挿
絵
（
ヘ
ッ
セ
の
書
き
物
机
の
収
集
）
か
ら
わ
か
る
こ
と

◎
こ
の
話
の
主
題
は
何
な
の
（
筆
者
は
何
を
述
べ
た
か
っ
た
の
か
）

少年の日の思い出その 4

国語学習プリント 少年の日の思い出 後3
構成把握と情景描写 ～ 主題

ヘッセの書き物机


